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3. 発表内容 

3.1. 「Asset Management Keeping Good Roads Good」 

 

 

 

 

 

 

 

 

FHWA 道路資産管理部長 

 Butch Wlaschin 

（資料 1 ） 

 

みなさんこんにちは、私は、Butch 

Wlaschin と申します。ワシントン DC にご

ざいます、アメリカの連邦道路局の資産管

理、車道建設担当の事務所のディレクター

を務めております。 

 

（資料 2 ） 

 

本日、私からお話する内容は、まず資産管

理アセットマネジメントのアメリカにおけ

る今までの状況について、また今日の状況

について、そして今週、私が日本に来てい

ろいろと作業を行っております適応の問題

について述べた後、最後にちょっとまとめ

る予定です。皆さんに資料が配られている

と思いますが、全部使うわけではございま

せん。だいたい順番通りに進め、使用する

ものも半分程度になる予定です。 
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（資料 3 ） 

 

まず、今の状況でございますけれども、ア

メリカの高速道路について、延長が 600 万

キロ、そのうち舗装されている部分が 400

万キロです。橋の数は 60 万になり、トンネ

ルは 600 本です。連邦政府の所有する道路

は 1％にすぎません。残りにつきましては、

アメリカ 50 の州、そして 3,000 の郡、そし

て 26,000 の市町村が所有しています。 

 

（資料 4 ） 

 

私共の道路網につきましては、出来てから

100 年以上経っております。インターステ

イト・ハイウェイ、州を結ぶ州間道路は 50

年代からできてきたものです。橋につきま

しては平均で 48 年以上たっておりますし、

今迄はどちらかというと拡大、拡大で行っ

て参りました。1900 年代から連邦政府の資

金が投じられてきましたけれども、この目

的は新しい建造のためでありまして、全く

補修、運用には用いられていませんでした。

補修、運用は州政府、そして市町村の資金

が用いられてきました。 

 

（資料 5 ） 

 

どうして今資産管理を行っているのかとい

うと、まずドルの価値が下がってきたこと、

資金そのものが非常に少ない、行うべきこ

とがたくさんある、そしてトラックの通行

量が増えているからです。 

 

（資料 6 ） 

 

今のアメリカにおける資産管理についての

考え方では、通常、道路あるいは橋は「資

産」というようには考えられておりません。

水などと同じ公益事業であると、水にして
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も、道路にしても、電気にしても、欲しい

とは思うけれども、一体どこから提供され

ているのか分からないが、あることはある

のではないかというように捉えられており

ます。昔からある資産の寿命の期間にかか

るコストのうち、18～20％くらいが設計と

建設に充てられてきました。残りの 80％の

部分につきましては、結局その専用の資金

はありませんでした。従って我々は、造る、

建設する資金はあったのですが、そのあと

メンテナンスする部分の資金がなかったわ

けです。 

 

（資料 7 ） 

 
1999 年に AASHTO（米国州道路交通運輸

担当管協会）という州が集まった道路協会、

また、私が属している連邦の道路局が始ま

りました。そこで私の属する事務所もスタ

ートした訳ですが、このふたつの機関の目

的は、どのようにこの資産管理を定義する

かということでした。ところが、我々の持

っております資産の価値について、評価す

る方法がございませんでした。この

GASB-34、これは政府の会計基準報告書で

あり出版物でありますが、34 号を出しまし

て、この中で政府として、政府の資産はど

れ位の価値を持つものか、ということが測

れるようになりました。 

 

（資料 8 ） 

 

また、40 以上の州におきまして、車道、橋

あるいは安全管理のシステムの構築をして

おりました。ところが、こういったものが

実際に管理をするための意志決定に使われ

るのではなく、単にデータを集めることの

みに使われておりました。そのため、私共

は州政府から、どういったものを造ってほ

しいかという要望を聞くわけですが、それ

が出てきたところで、結局、実際には車道、

橋梁や安全のためには使われてきませんで

した。単に州でどういったものを造りたい

かというリストに過ぎなかったわけです。

ほとんどの技術者は、資産管理はもう保守

に関係する話だけだろうということで、で

きるだけ自らは避けようとしておりました。 

 



8 
 

（資料 9 ） 

 

そのため、2005 年に連邦道路局が国際的に

資産管理を一体どのように行っているのか

ということを学ぶべく、調査を開始いたし

ました。ヨーロッパやオーストラリアを含

め 8 カ国に行き、そして、そこで

International Infrastructure 

Maintenance Management Guide という

ものがオーストラリアにあることを発見し

ました。 

 

（資料 10 ） 

 

また、国内でも調査をしてみたところ、5

つの州、1 つの郡におきまして、しっかり

と重要な要素が盛り込まれているようなと

ころ、そして実際に資産管理を行っている

ところがわかりまして、それをもとにどの

ように資産管理を行うのか、その測定をす

るのか、ということをまとめたガイドブッ

クを作成いたしました。 

 

（資料 11 ） 

 

また、実際の主体といたしまして、国際的

に学んだものをベースとして、一体何を考

えるべきかということを盛り込んだ 5 つの

中核的な質問を作りました。その内容がこ

ちらです。1 つ目は現状資産がどうなって

いるのか、2 つ目はどのようなレベルのサ

ービスが必要なのか、3 つ目は一体何が重

要なのか、4 つ目はどのように運用や資産

の改善をすべきか、5 つ目は長期的には資

金は一体どうすればいいのか、という問題

です。 
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（資料 12 ） 

 

今年の 7 月に、連邦政府といたしましても

この資産管理がきわめて重要であるという

判断を下しまして、その目的が法制化され

ました。こちらに 7 つ書いてありますが、

そのうちのひとつが、この 2 つ目のインフ

ラの状況でありまして、資産管理におきま

しても、インフラがひとつの優先課題とな

りました。 

 

（資料 13 ） 

 

それでは、このインフラの状況について

我々は一体何をすることが期待されている

のかということですが、それは道路のイン

フラ資産の体系をよく修繕された状況で維

持するということです。 

 

（資料 14 ） 

 

これが法制化されまして、みんながよく分

かるようにしました。そこに定義も書かれ

ているわけでありますが、この全文章を読

むつもりはございません。重要なところは

どこかと言いますと、まず戦略的であり、

かつ体系的でなければいけないということ、

また物理資産を主眼においていること、さ

らにエンジニアリング、そして経済的な分

析をするということ、そしてまた、よい修

繕がなされたという、そういう状況を維持

するということです。 
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（資料 15 ） 

 

法律の下で我々は一体何をしなければいけ

ないのでしょうか。まず各州が 18 ヶ月以内

に何をするかというと、リスクベースで資

産管理の計画を作らなければいけません。

また、私共の道路局におきましても 18 ヶ月

以内に各州に一体何をさせるかということ

の規則を作らなければいけません。要する

にこのスライドに書いてあることは、各州

においてこの法律のもとで資産管理計画を

作らなければいけないということです。 

 

（資料 16 ） 

 

では、一体この資産管理計画に何を盛り込

まなければいけないのでしょうか。まず、

戦略的でかつ体系的なアプローチをとる必

要があります。そのため、これは単なるプ

ロジェクトということではなく、国家のシ

ステムに関わる問題です。また、この中に

は、車道及び橋梁について書かなければい

けません。そして、目的については、要は

「良い道路を良いままで保つ」ということ

です。さらには道路がどのような成績を出

してくれるか、状況、ライフサイクルコス

ト、財政計画、戦略、要は例えば、資金が

半分しか集まらなかったらどうするのか、

資金が予想よりもっと集まったらどうする

のか、といったことを盛り込むということ

です。一番下の方にプリザベーションとい

う言葉がありますが、保全という意味です

けれども、今回初めて政府が保守及び運用

についても資金を出すということになりま

した。保全ということで、良い道路を良い

ままに保っていただければと思います。 

 

（資料 17 ） 

 

アメリカには全部で 50 州あるわけですが、

そのうちの 10 ないし 12 ぐらいの州の道路

省、運輸省において、この資産管理計画の

要素が入ったものを作っておりました。と

ころが、相当部分に関しまして、ライフサ

イクルコストを分析しておらず、リスク分

析をしておりませんでした。ということは

例えば大きなハリケーンが起きた場合はど

うするのか、また、資金がないときはどう
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するのか、そういった計画が入っておりま

せんでした。さらには、車道の管理システ

ムや橋梁の管理システムがありますが、そ

ういった資産管理計画を意思決定のために

用いるのではなく、単にその資産管理計画

があるというだけでありまして、単に自分

たちのところにある資産の目録に過ぎない

ということです。 

 

（資料 18 ） 

 

このように 10 ないし 12 の州では、何らか

の形で資産管理計画を行ってはいるのです

が、行っている州と行っていない州とで何

が良かったかといいますと、まず州の上層

部、局長あるいはそのレベルの人は、うち

の州では良い道路は良いままに保つべきだ

という主体性を持っていたとあります。サ

ービスレベルについてもよく規定をしてお

りました。例えば、IRR にありますとおり、

わだちやひび割れについてもよく見ており、

またギャップ分析もしており、さまざまな

想定をしておりました。 

（資料 19 ） 

 

アメリカにおきまして、ここしばらく PPP

官民連携の実験が行われました。そろそろ、

いくつかの州において、この PPP を使い始

めているところが出てきたということです。

これらの使われている資産の延長は、

12,000 キロで、契約としては 30 年ないし

70 年の期間の契約になります。その計画の

中に資産計画を盛り込むことが必要になっ

てきます。また、このような契約におきま

して、契約の最後の段階において残る価値

がいくらになるのかということについても

合意をしなければならないとなっておりま

す。アメリカに関して、この PPP に加入し

ている企業は、ほとんどアメリカ以外の企

業です。 
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（資料 20 ） 

 

他の分野、例えば鉄道輸送におきましては、

我々は道路で行っている状況を見ながら、

そろそろ資産管理についても行おうという

ことで、そのような動きがきておりました。

新しい調査なども管理をしたりしておりま

す。次にその航空輸送ですけれども、例え

ば、アメリカにおきましては、ロサンゼル

ス、シカゴ、ワシントン DC など大きな空

港がございます。こういったところでは資

産管理計画が策定されております。しかし、

このような大きな空港はともかく、中小の

空港になりますと資産管理計画はございま

せん。 

 

（資料 21 ） 

 

次に、ここにヘビーレイルと書いてありま

す。要は貨物輸送のための鉄道ですが、ア

メリカでは一級鉄道と呼ばれており、こち

らは非常に良い状況です。資産管理計画が

非常にうまくしっかりと考え抜かれ、規定

されたものができておりますし、線路ある

いは機関車をいつ買うかなど、さらに運用

や保守も行っております。 

 

（資料 22 ） 

 

アメリカの一番良い資産管理における仕事

をしておりますのが、貨物鉄道輸送です。

そもそも私が今週来日した主目的が、この

適応ということなのですが、このことにつ

いて少し話をしようと思います。アメリカ

におきましては、この気候変動に対する適

応の努力というものは 2007 年に始まりま

した。計画、環境、あるいはエンジニアリ

ングといったところがこちらに関係するわ

けですけれども、一体気候変動のどこにリ

スクが存在するのかといったことを、これ

で調べようとしています。気候変動につき

ましては、その主眼は 2 つあります。まず

ひとつはグローバルな形で対策をとらなく

てはならない分野でありますミティゲーシ

ョン、緩和です。また、各地域で対策をと

らなければならないことであります、この

アダプテーション、適応です。すなわち、

気候変動がある、そして異常気象が発生す
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るといった際に、道路や橋梁などといった

我々の持つ資産のどういったところが脆弱

なのかということを調べていきたいという

ことが目的です。 

 

（資料 23 ） 

 

この適応に関しまして重要な問題が次のよ

うなことです。我々エンジニアとして考え

るべき点です。まず、この我々の輸送シス

テムに影響を与えるような気候変動という

ものにはどういったものがあるのか。また、

こうした事象が発生した際に、我々の輸送

体系はどのくらい脆弱なのか、そしてまた、

実際に嵐が強くなる、海面が上昇するとい

った際には、どのような資産が重要なのか、

どのような資産が脆弱なのか、あるいは、

これは OECD や ITF にも関係することで

すが、我々エンジニアの各機関におきまし

て、持てるシステムを保っていくために、

どのような行動がとれるのか、設備資産を

用いることができるのかということです。 

 

（資料 24 ） 

 

それではまとめに入りたいと思います。こ

ういった形で我々は、やるべきことをやっ

ていかなくてはなりません。我々の持てる

資産を保全していく、そして、そのライフ

サイクル全体のコストをできるだけ減らし

ていく、そして、財務的に持続可能な形で

運用を続けていく。単にその建設をしたと

いうことでありますと、今度はそのサービ

スをキープしていくためのコストはどれ位

になるのかということを考えなくてはなら

ないということです。また、長期的な形で

パフォーマンスを改善するための、枠組み

を作るということです。言いかえますと、

作るだけでは駄目で、いい道路をいい状況

で保たなければならないということです。 
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（資料 25 ） 

 

また、現時点におきましては、主眼点は車

道、橋梁ということにはなりますけれども、

これから、例えば車道の横についておりま

す、背の高い道路照明が古くなりますと、

道に倒れてきたりします。また、道路の上

についております道路標識なんかも、古く

なると落ちてきます。また、こういったこ

とを含めて、この車道や橋梁に付け加える

べきものはないかと考える必要があります。

また、追加的な取り組みではなくて、今行

っていかなくてはならないということです。

最後になりましたけれども、私共、連邦道

路局といたしましては、各アメリカの州の

道路状況の方にも連絡を当然取っておりま

すけれども、いろいろと国際的な連携も取

っております。国の中で例えばまだ資産管

理ができていないといった国も含めまして、

資産管理についてのトレーニングを行って

おります。 

 

（資料 26 ） 

 

私共のウェブサイトにつきましても、こち

らに書いてございますので是非ご覧いただ

ければ、私共がアメリカでどのような形で

管理しているかといったそういう情報をご

覧いただくことになり、非常に勉強になる

と思います。 

 

（資料 27 ） 

 

ご清聴ありがとうございました。 

 

 




